
事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 架空線・信号等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―
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・作業前のKY活動等において、作業機械が移動等する箇所にある架空線等の位置を関係者全員で
現地確認するなど改めて注意喚起を行う。
・作業機械の作動時には必ず合図者を配置し、合図者は架空線等へ十分注意を払いながら適切な指
示を行うこと、運転者は合図者の指示を厳守することなど安全な手順を徹底させる。
・支障することが予想される架空線の位置等に、これを認識しやすくするための表示等を予め行って
おく。

事故状況図

改善状況図

令和7年2月3日（月曜日）11時59分

架空線（NTT通信ケーブル）の断線

側溝敷設後の土砂埋戻し作業中、重機のアーム部が上空の架空線(NTT通信ケーブル)に接触し、架
空線を断線させたもの。

・バックホウ運転者の上空への注意が不十分であった。
・架空線に近接して作業する中で、合図者の配置がなかった。

道路舗装工事

近接物の注意喚起安全ミーティング

接触し断線


